予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：商業振興費　　
	事業名: 中心市街地活性化総合支援事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　商工労働部　商業流通課　商業係　電話番号：058-272-1111（内3143）　

　　　　　　　E-mail：c11359@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：11,096千円（前年度予算額：46,096千円）
	要求内容


	１　要求の内容


　中心市街地活性化基本計画などに基づき、地域が主導する中心市街地活性化イベントなどまちづくりの取組に対し総合的に支援する。

（1） 中心市街地活性化にぎわい創出イベント開催等支援事業

　　【対象事業】中心市街地活性化基本計画に位置づけられた、中心市街地でにぎわ

いを創出するためのイベント開催事業

【補助率】補助対象経費の１／３以内

【対象事業者】商店街振興組合、商工会、商工会議所、実行委員会　等
（２）まちなか観光誘客促進事業
　　【対象事業】まちなかへの観光誘客を促進し、消費の増加を図るため、事業実施

効果による観光客数及び消費額の数値目標を設定して取り組む事業

　　【補助率】補助対象経費の２／３（ただし、施設整備費については１／３以内）

【対象事業者】商店街振興組合、商工会、商工会議所、実行委員会　等

	２　所要経費


（1） 中心市街地活性化にぎわい創出イベント開催等支援事業　8,696千円

（2） まちなか観光誘客促進事業　2,400千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	46,096
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	46,096

	要求額
	11,096
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,096

	決定額
	11,096
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,096


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
・中心市街地活性化基本計画の実施期間中、もしくはそれに準じる期間内に中心市街地における都市機能の増進及び経済活力の向上、にぎわい創出を創出する。　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	「にぎわい創出イベント」補助件数
	―
（H  ）
	７

（H22）
	７
（H23）
	７
（H24）
	７
（H25）
	　100％


	「まちなか観光誘客」

補助件数
	―
（H　）
	３
（H22）
	２
（H23）
	３
（H24）
	３
（H25）
	100％


	「清流の国づくり」

補助件数
	―
（H  ）
	―
（H22）
	―
（H23）
	２２
（H24）
	０
（H25）
	―％


	
	
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
・全３２事業に対して補助を行った。主要な事業は以下のとおり。

　岐 阜 市：せんい祭り、岐阜フラッグアート展、岐阜ど真ん中夏祭り

　大 垣 市：元気ハツラツ市、城下町おおがき新春マラソン大会

　関　　市：日本ど真ん中「関」ご当地グルメ大会２０１２

　瑞 浪 市：バサラカーニバル２０１２

　中津川市：中山道中津川宿「六斎市」、イルミネーションin中津川


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
・各市の事業内容や規模により異なるが、例えば、大垣市の元気ハツラツ市のように中心市街地の商店街に年間１０万人以上の集客が見込める事業や全国から参加者が集まる瑞浪市のバサラカーニバルなど、どの事業においても中心市街地のにぎわい創出に寄与している。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　 
○

	・モータリゼーションの進展や郊外型大型商業施設の増加、文化施設等の都市機能の郊外移転など都市のスプロール化が進展し、中心市街地の衰退が深刻化しているなか、各市や商店街等が実施する活動に財政的支援を行うことで継続的な実施が可能になり、イベントの定着化が図られ、にぎわい創出に寄与している。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	・中心市街地の商店街において、月１回の定期市が定着し、毎月数多くの買い物客でにぎわうなど、成果を上げている。

・まちなか観光誘客においては、県内外からイベントを目当てに多くの観光客を誘客することに成果をあげている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	・各地域によって事業内容は異なるが、本事業による事業費の一部助成により、県下各地のイベント等が積極的に取り組まれており、地域での定着化が図られているものも多く、効率的な補助となっている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・実施主体が補助金に頼らずに、自立的に事業実施が可能になることが最終目標であるので、各事業への補助期間や自立に向けた支援などについては、今後検討する余地がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
・地域からの要望は強く、継続すべき事業である。

・次年度は費用対効果を考慮した事業の推進や自立的な事業実施に向け、実施主体に対し指導、助言等を行い、より効率的な事業の実施に努める。


